
お問合せ先

　山梨県内の大学では、COC+「未来計画研究社」、COC+R

「PENTAS YAMANASHI」、そして SPARC「知のソーシャルキャ

ピタル〜学びの山梨モデル〜構築事業」と、大学・行政・企業

が 10 年にわたり協働し、地域活性化を担う人材の育成事業を積

み重ねてきました。現在は、その延長線上でリカレント教育・

リスキリング教育のエコシステム「PEERs YAMANASHI」を推進

しています。

　本講演では、これらの活動を総括するとともに、行政・大学・

企業がそれぞれ「自分が主語」で動くのではなく、互いの主語

を入れ替えたときにどのような景色が見えるのかを考えます。

人材育成と共同研究を軸に、産学官が地域の中でタテ・ヨコ・

斜めにつながるとき、そこに蓄積された「知のソーシャルキャピ

タル」こそが地域活性化の推進役になるのではないでしょうか。

　あわせて、こうした問題意識のひとつの試みとして、現在構

想中の工学系新学科「メイカーズ工学科（仮称）」のコンセプト

をご紹介します。地域の資源と技術を掛け合わせ、自らつくり、

試し、世界へ届ける「越境型エンジニア」＝メイカーズを、産学

官でどう育てるか。ともに考える機会になれば幸いです。




